
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１

Ｎｏ．５７１

2008年（平成20年）

11．1
1975年（昭和50年）4 .1創刊

「日本のまつり」で大したもん蛇をアピール「日本のまつり」で大したもん蛇をアピール「日本のまつり」で大したもん蛇をアピール「日本のまつり」で大したもん蛇をアピール「日本のまつり」で大したもん蛇をアピール「日本のまつり」で大したもん蛇をアピール「日本のまつり」で大したもん蛇をアピール「日本のまつり」で大したもん蛇をアピール「日本のまつり」で大したもん蛇をアピール「日本のまつり」で大したもん蛇をアピール「日本のまつり」で大したもん蛇をアピール「日本のまつり」で大したもん蛇をアピール「日本のまつり」で大したもん蛇をアピール「日本のまつり」で大したもん蛇をアピール「日本のまつり」で大したもん蛇をアピール「日本のまつり」で大したもん蛇をアピール「日本のまつり」で大したもん蛇をアピール
10月12日(日) さいたまスーパーアリーナ

「咲いたまつり2008・日本のまつり」

10月12日(日) さいたまスーパーアリーナ

「咲いたまつり2008・日本のまつり」

10月12日(日) さいたまスーパーアリーナ

「咲いたまつり2008・日本のまつり」

10月12日(日) さいたまスーパーアリーナ

「咲いたまつり2008・日本のまつり」

10月12日(日) さいたまスーパーアリーナ

「咲いたまつり2008・日本のまつり」

10月12日(日) さいたまスーパーアリーナ

「咲いたまつり2008・日本のまつり」

10月12日(日) さいたまスーパーアリーナ

「咲いたまつり2008・日本のまつり」

10月12日(日) さいたまスーパーアリーナ

「咲いたまつり2008・日本のまつり」

10月12日(日) さいたまスーパーアリーナ

「咲いたまつり2008・日本のまつり」

10月12日(日) さいたまスーパーアリーナ

「咲いたまつり2008・日本のまつり」

10月12日(日) さいたまスーパーアリーナ

「咲いたまつり2008・日本のまつり」

10月12日(日) さいたまスーパーアリーナ

「咲いたまつり2008・日本のまつり」

10月12日(日) さいたまスーパーアリーナ

「咲いたまつり2008・日本のまつり」

10月12日(日) さいたまスーパーアリーナ

「咲いたまつり2008・日本のまつり」

10月12日(日) さいたまスーパーアリーナ

「咲いたまつり2008・日本のまつり」

10月12日(日) さいたまスーパーアリーナ

「咲いたまつり2008・日本のまつり」

10月12日(日) さいたまスーパーアリーナ

「咲いたまつり2008・日本のまつり」



□□□□□□□□□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□□□□□□□□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

２広報せきかわ　2008・11月号

さいたま市でも大あばれ蛇
　じゃ

日本のまつりに大したもん蛇が特別参加

十
月
十
二
日
、
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
と
さ
い
た
ま
新

都
心
周
辺
で
開
催
さ
れ
た
「
咲
い
た
ま
つ
り
二
〇
〇
八
・
日
本
の

ま
つ
り
Ｔ
ｈ
ｅ
・
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
サ
ミ
ッ
ト
」
に
、
わ
が
村
の

「
え
ち
ご
せ
き
か
わ
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
」
が
参
加
し
ま
し
た
。

関
東
圏
で
の
出
張
パ
レ
ー
ド
は
、
一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）

の
ふ
る
さ
と
東
京
ま
つ
り
（
立
川
市
）、
二
〇
〇
三
年
（
平
成
十

五
年
）
の
咲
い
た
ま
つ
り
（
さ
い
た
ま
市
）
以
来
三
回
目
と
な
り

ま
し
た
。

23
万
人
の
観
客
に

関
川
村
の
力
を

存
分
に
ア
ピ
ー
ル

当
日
は
、
早
朝
に
バ
ス
で
出
発

し
た
約
百
七
十
人
の
関
川
村
民
と

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会

（
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
）
の
皆
さ
ん
約
百

十
人
が
担
ぎ
手
と
し
て
さ
い
た
ま

市
へ
出
向
き
、
さ
い
た
ま
ス
ー
パ

ー
ア
リ
ー
ナ
内
や
さ
い
た
ま
新
都

心
周
辺
な
ど
で
パ
レ
ー
ド
。

ま
つ
り
に
は
、
さ
い
た
ま
市
民

な
ど
関
東
圏
か
ら
約
二
十
三
万
人

が
繰
り
出
し
、
村
の
シ
ン
ボ
ル

「
大
し
た
も
ん
蛇
」
の
迫
力
あ
る

パ
レ
ー
ド
に
大
き
な
歓
声
が
沸
き

起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
さ
い
た
ま
ス
ー
パ

ー
ア
リ
ー
ナ
前
で
は
村
の
物
産
販

売
も
行
わ
れ
、
新
潟
県
関
川
村
を

存
分
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

◆

担担担担
ぎぎぎぎ
手手手手
のののの
声声声声
◆

内
山
純
子
さ
ん
（
国
際
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
学
生
協
会
・
法
政
大
二
年
）

▽
楽
し
か
っ
た
で
す
。
長
時
間
担

い
だ
の
で
疲
れ
ま
し
た
が
、
と

て
も
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。

金
子
　
翔
さ
ん
（
関
川
中
学
校
三

年
・
高
瀬
）

▽
今
回
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
て
み

て
、
あ
ら
た
め
て
関
川
村
へ
の

誇
り
が
も
て
ま
し
た
。
こ
の
伝

統
を
受
け
継
い
で
い
き
た
い
で

す
。

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
在
住
の
女
性

▽
昨
年
の
咲
い
た
ま
つ
り
で
担
い

で
み
て
、
少
し
重
い
で
す
が
、

今
年
も
ぜ
ひ
担
ぎ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
楽
し
く
て
や
み

つ
き
に
な
り
そ
う
で
す
。

声援に応えながらパレード

イルミネーションパレード
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大
蛇
の
出
現
に

ひ
と
き
わ
大
き
な

歓
声
!!

今
年
の
咲
い
た
ま
つ
り
は
、
全

国
の
有
名
な
地
域
伝
統
芸
能
が
一

同
に
会
し
て
競
演
す
る
「
日
本
の

ま
つ
り
Ｔ
ｈ
ｅ
・
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｒ

Ｉ
サ
ミ
ッ
ト
」
も
同
時
開
催
。
大

し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
を
は
じ
め
、

秋
田
竿
燈
ま
つ
り
や
高
知
よ
さ
こ

い
鳴
子
お
ど
り
、
徳
島
阿
波
踊
り

な
ど
全
国
か
ら
よ
り
す
ぐ
ら
れ
た

伝
統
芸
能
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
っ

た
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

で
は
、
約
十
分
間
の
大
蛇
パ
レ
ー

ド
。
照
明
が
落
と
さ
れ
た
会
場
に

「
お
〜
い
、
大
蛇
が
来
た
ぞ
〜
」

と
、
忠
蔵
役
の
川
又
政
男
さ
ん
の

声
と
と
も
に
大
蛇
が
姿
を
現
す
と
、

約
一
万
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
観

客
席
か
ら
は
ひ
と
き
わ
大
き
な
歓

声
が
―
―
。
会
場
内
を
大
き
く
練

り
歩
い
た
後
、
と
ぐ
ろ
を
巻
く
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

市
内
パ
レ
ー
ド
で
も

迫
力
あ
る
う
ね
り
!!

大
蛇
パ
レ
ー
ド
は
、
さ
い
た
ま

新
都
心
周
辺
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
パ
レ
ー
ド
に
も
参
加
。
沿
道
に

詰
め
掛
け
た
大
勢
の
観
客
は
「
す

ご
い
迫
力
が
あ
る
」
「
こ
ん
な
長

い
蛇
は
見
た
こ
と
が
な
い
」
な
ど

と
会
話
し
な
が
ら
、
ギ
ネ
ス
認
定

世
界
一
の
練
り
歩
く
大
蛇
の
迫
力

に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平田大六村長のあいさつ

日本のまつりにお招きいただき

大変感謝いたしております。

今回は、関川村民と村を応援し

てくれている国際ボランティア学

生協会の皆さんで約３００人の担ぎ

手が参りました。大したもん蛇ま

つりは現在２１年目。これが、村

の伝統となるよう今後も続けてい

きたいと考えております。

◆

見見見見
学学学学
者者者者
のののの
声声声声
◆

さ
い
た
ま
市
桜
区
在
住
の
女
性

▽
と
て
も
大
き
く
て
驚
き
ま
し
た
。

重
さ
も
二
ト
ン
と
聞
い
て
び
っ

く
り
で
す
。
私
も
ぜ
ひ
担
い
で

み
た
く
な
り
ま
し
た
。

さ
い
た
ま
市
緑
区
在
住
の
男
性

▽
す
ご
い
迫
力
が
あ
り
ま
す
ね
。

特
に
蛇
が
う
ね
る
時
の
担
ぎ
手

の
皆
さ
ん
は
と
て
も
大
変
そ
う

で
す
ね
。

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
在
住
の
男
性

▽
初
め
て
見
ま
し
た
が
、
本
物
の

蛇
ら
し
く
動
く
と
こ
ろ
が
と
て

も
素
晴
ら
し
い
で
す
。

東
京
都
在
住
の
女
性

▽
わ
ら
と
竹
で
手
作
り
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
驚
き
ま
し
た
。
関
川

村
で
行
わ
れ
る
大
蛇
パ
レ
ー
ド

も
見
て
み
た
い
で
す
ね
。

新都心でも迫力あるうねりを披露

さいたまスーパーアリーナ内を練り歩く大したもん蛇
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村
の
物
産
も

ア
ピ
ー
ル
!!

日本のまつり The・MATSURIサミット
地域伝統芸能公演団体 ＊順不同

秋田竿燈まつり（秋田県秋田市）

―平成20年度高円宮殿下記念地域伝統芸能賞

△

さいたまスーパーアリーナ
内での「秋田竿燈まつり」
のようす

黒丸節（長崎県大村市）

―平成20年度地域伝統芸能大賞（保存継承賞）

五箇山麦屋・こきりこ祭り（富山県南砺市）

―平成20年度地域伝統芸能大賞（活用賞）

桐生八木節まつり（群馬県桐生市）

―平成20年度地域伝統芸能大賞（地域振興賞）

奄美島唄・中村瑞希（鹿児島県奄美市）

―平成20年度地域伝統芸能奨励賞

綾子舞（新潟県柏崎市）

因幡の傘踊り（鳥取県鳥取市）

おわら風の盆（富山県富山市）

大蛇山（福岡県大牟田市）

えちごせきかわ大したもん蛇まつり（新潟県関川村）

石見神楽（島根県益田市）

盛岡さんさ踊り（岩手県盛岡市）

田沢湖龍神祭（秋田県仙北市）

阿波踊り（徳島県徳島市）

よさこい鳴子踊り（高知県高知市）

先住民族の舞踊（台湾台東県）

サムルノリ（韓国京畿道）

さいたま市民のまつりの競演

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

前
で
は
、
十
月
十
一
日
と
十
二
日

の
二
日
間
、
観
光
物
産
展
が
開
催

さ
れ
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
を
み

せ
ま
し
た
。

関
川
村
の
ブ
ー
ス
で
は
、
関
川

産
の
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
も
ち
米
、

新
米
で
作
ら
れ
た
光
兎
も
ち
、
生

し
い
た
け
、
ぜ
ん
ま

い
、
味
噌
、
地
酒
な

ど
の
特
産
品
が
販
売

さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
売
れ
行
き
好
調
な
の
が

新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
。
さ
い
た
ま
市

大
宮
区
在
住
の
女
性
の
方
は
「
お

米
や
も
ち
が
大
好
き
で
、
と
て
も

お
い
し
そ
う
な
の
で
買
い
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
さ

い
た
ま
市
南
浦
和
区
在
住
で
村
上

市
荒
島
出
身
の
女
性
の
方
は
「
や

っ
ぱ
り
田
舎
の
も
の
が
お
い
し
い

で
す
。
特
に
味
噌
の
味
は
格
別
で

す
」
と
、
懐
か
し
そ
う
に
買
い
物

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

＊
ま
つ
り
に
参
加
い
た
だ
い
た
大
勢
の

皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

参
加
団
体
と
の

交
流
も
深
ま
る

ま
つ
り
前
日
の
十
月
十
一
日
に

は
、
さ
い
た
ま
市
内
の
ホ
テ
ル
を

会
場
に
し
て
、
交
流
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

交
流
会
に
は
、
高
円
宮
妃
殿
下

を
は
じ
め
、
本
保
芳
明
観
光
庁
長

官
、
さ
い
た
ま
市
民
ま
つ
り
実
行

委
員
会
、
日
本
の
ま
つ
り
主
催
者

の
�
地
域
伝
統
芸
能
活
用
セ
ン
タ

ー
、
日
本
の
ま
つ
り
や
咲
い
た
ま

つ
り
へ
の
参
加
団
体
な
ど
約
二
百

人
が
出
席
。
村
か
ら
も
平
田
大
六

村
長
を
は
じ
め
、
グ
ル
ー
プ
お
り

の
の
皆
さ
ん
な
ど
十
人
が
出
席
し
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

さいたま竜神まつり会の１２０ｍ昇天竜パレード成功を喜ぶ担ぎ手の皆さん

まつり前日に行われた交流会

大勢の人で賑わった関川村の特産品ブース
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湯
沢
山
に
設
置
さ
れ
た
「
関
川

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
中
継
局
」

県内のテレビ放送事業者は、２０１１年（平成２３年）７月ま
でのアナログテレビ放送終了に向けて、地上デジタルテレ
ビ放送中継局の整備を準次進めています。

【地上デジタル放送中継局の対応局】

デジタル放送は、ＮＨＫ（総合・教育）と県内の民放４局（ＢＳＮ・ＮＳ
Ｔ・ＴｅＮＹ・ＵＸ）で視聴可能となりますので、地上デジタル放送受信機
をお持ちの方は、鮮明で高画質の地上デジタル放送を、ぜひご覧ください。
また、すでに遠方のデジタル中継局等を受信している場合や開局するお近
くの中継局の電波でご覧いただくには、受信アンテナ方向の調整と受信機の
初期設定が必要です。

地上デジタル放送の魅力
地上デジタル最大の魅力は、きめ細かいハイビジョン映像と臨場感
あふれる高音質。ニュースや天気予報などの情報がいつでも見られる
データ放送や、高齢者にやさしい字幕放送・解説放送なども充実され
ます。また、電話回線やインターネット回線の接続で、クイズ番組へ
の参加やショッピングなど、双方向で楽しむことができます。

ワンセグもサービス開始
地上デジタルには１チャンネルあたり１３セグメント

（周波数帯域）の容量が割り当てられていますが、ハ
イビジョン放送はこのうちの１２セグメントを使用。残
りの１セグメントを使って、文字通り「ワンセグ」の
サービスが可能になります。ワンセグは、携帯電話、
カーナビ、パソコン、ポータブルテレビなどの移動体
受信用で、番組内容は基本的に地上デジタルと変わり
ません。

地上デジタル放送を見るためには？

新潟県知事選挙

村の投票・開票結果
／

開票の結果

投票の状況

（参考）期日前投票者数　458人

10
19

いずみだ　裕彦

山崎　えいぞう

無所属

無所属

3,231票

388票

候補者名 党　派 得票数

当日有権者数（人）

投 票 者 数（人）

有効投票数（人）

無効投票数（人）

棄　権　者　数（人）

投　　票　　率（％）

5,747

3,655

3,619

35

不在者投票の不受理（人） 1

2,092

63.6

中継局名 開 局 予 定

弥彦山 開局済

関川（湯沢） 平成20年11月４日開局

黒川（胎内市） 平成21年度開局予定

女川（蛇喰） 平成22年度開局予定

UHFアンテナを準備
地デジはUHFの電波を使って放送

従来のアナログテレビ

BSアナログハイビジョンテレビ

BS/110度CSデジタルハイビジョンテレビ・D3/D4端子付テレビ

Ｑ
現在持っているテレビ
で、地デジ放送を見る
ことはできますか？ Ａ

デジタルチューナーやデ
ジタルチューナーを内蔵
した録画機器を接続すれ
ば、見ることができます。

＊デジタルチューナーには、
地上デジタル／BSデジタ
ル／110度CSデジタル共
用のものがあります。

ハイビジョン ワイド画面 高音質

データ放送 双方向 番組予約

ハイビジョン画質ですべての
デジタル機能が楽しめます。

ハイビジョン ワイド画面 高音質

データ放送 双方向 番組予約

ハイビジョン画質ですべての
デジタル機能が楽しめます。

データ放送 双方向 番組予約

ハイビジョン画質ではないが
見ることができます。一部の
デジタル機能を利用できます。

標準4：3サイズ ワイドテレビ(16：9)

＊BSアナログハイビジョン放送(NHK)は2007年に終了

＋

＋

＋

広報せきかわ　2008・11月号５

11月4日 関川デジタルテレビ放送中継局が開局

湯沢山に設置された関川デジタルテレビ放送中継局が１１月４日に
開局し、村内の一部地域でデジタル放送の視聴が可能になります。

村内一部地域で

地上デジタル放送の視聴が可能に!!

デジタルチューナー

デジタルチューナー内蔵録画機器

デジタルチューナー

デジタルチューナー内蔵録画機器

デジタルチューナー

デジタルチューナー内蔵録画機器
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各会計の決算状況

水道事業会計

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額3,017万円は、過年度損益勘定留保資金
で補填しました。

収 入（収益） 支 出（費用） 差　引前年度比 前年度比

1億1,123万円 9,802万円 221万円△9.9％ △8.3％

1億1,495万円 1億5,507万円 △4,012万円5.2％ 11.2％

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

診 療 所 特 別 会 計

老人保健特別会計

介護保険特別会計

村有温泉特別会計

宅地等造成特別会計

簡易水道特別会計

公共下水道特別会計

農業集落排水特別会計

歳　　入 歳　　出 差　引前年度比 前年度比

46億8,452万円 45億9,967万円 8,485万円2.4％ 2.3％

7億9,136万円 7億5,719万円 3,417万円3.7％ 5.6％

1億3,332万円 1億2,540万円 792万円21.6％ 24.8％

8億9,574万円 8億7,714万円 1,860万円1.8％ △0.3％

6億8,828万円 6億8,381万円 446万円△2.6％ △0.7％

592万円 537万円 55万円3.9％ 10.5％

3,023万円 2,375万円 648万円△7.0％ 111.3％

1億6,754万円 1億6,554万円 200万円227.9％ 236.5％

9億3,374万円 9億2,432万円 943万円△4.2％ △4.6％

8,554万円 8,359万円 195万円8.9％ 8.4％

平成１９年度の決算報告の詳しい数値は、
役場総務課で閲覧できます。お気軽にどうぞ。
また、村のホームページにも掲載していま

す。http//www.vill .sekikawa.niigata.jp/

村の財政の健全化を表す比率の算定と公表が法律
で義務付けられています。いずれの比率も国の基準
を下回っていて、村の財政は健全であるといえます。
○実質赤字比率　　　　該当なし（１５.０）
○連結実質赤字比率　　該当なし（２０.０）
○実質公債費比率　　　１６.８（２５.０）
○将来負担比率　　　　９８.３（３５０.０）
○資金不足比率　　　　該当なし（２０.０）

※（ ）は国の基準％

健全化比率　国の基準クリア

特別会計の財源は、一般会計が負担しています。そ
の総額は５億４千万円ほど。担当職員の人件費も含
まれています。その内、下水道事業に対する負担が
およそ半分の２億５千万円で、建設費の借金返済に
よるものです。下水道設備には多額の費用がかかっ
ており、使用料だけではまかないきれていません。
平成２０年３月末の加入率は６１．２％です。環境保全
のためにも、将来の財政運営のためにも、下水道へ
の加入をお願いします。
また、国民健康保険事業や老人保健医療事業、介

護保険事業の特別会計に対する負担は、合わせて２
億５千万円ほど。医療費、介護給付費はともに年々
増加傾向にあります。今後も村民皆さんの健康づく
りについてご協力をお願いします。
診療所会計は、診療収入などで医療報酬などすべ

てを賄っていて、一般会計での負担はありません。

借借借借金金金金 11113333 ....1111%%%%
政のなかで経費削減

６広報せきかわ　2008・11月号

歳入の内訳

村税

村民税

固定資産税

市町村たばこ税

軽自動車税

入湯税
（ ）
分担金・負担金

使用料・手数料

繰入金

諸収入など

地方交付税

地方譲与税など

村債

国庫支出金

県支出金 2億2,193万円

1億6,603万円

6億1,430万円

2億1,490万円

21億8,396万円

3億1,856万円

5,489万円

9,589万円

4,389万円

7億7,017万円

2億1,593万円

4億8,475万円

3,473万円

1,601万円

1,875万円

自主財源　　12億8,340万円（27.4%）

依存財源　　34億112万円（72.6%）

平成19年度 財政状況

→
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平成19年度　財政状況

自自自自主主主主財財財財源源源源 22227777....4444%%%%
地方交付税頼りの厳しい財歳 入 

村 税　　 
7億7,017万円 
　　(16.4%)借金(村債) 

6億1,430万円 
(13.1%)

地方交付税など 
23億9,886万円 
(51.2%)

　　　その他 
3億8,796万円 
　(8.3%)

自主財

源
2
7
.4
%

依
存
財
源

72.6%

その他 
5億1,323万円 
　　(11%)

歳入総額 46億8,452万円
（対前年度比　2 .4％増）

平成１９年度の一般会計と特別会計等の決算が、
村議会９月定例会で認定されましたのでその概要を
お知らせします。

村税16%
半分を占める交付税歳入

歳出

皆さんに納めていただいた村税は、およそ７億７
千万円で、一般会計の１６．４％を占めました。村民
税の所得割は、税制改正によって６千２００万円ほど
増。固定資産税は１千万円ほど減りました。収納率
は９９．０％でした。
村の歳入は、村税と地方交付税が主な財源となっ

ていて、約半分を地方交付税に頼っています。これ
は、決して安定した財政状況とは言えず、国の財政
状況の影響を受けやすい村であると言えます。毎年、
国が決定する地方交付税の配分計画を注意深く見守
る状況が続いています。

投資事業として、関川中学校の耐震補強工事と、
道の駅周辺整備の継続工事を行いました。事業経費
はお金の使い道（Ｐ．８）のとおりです。
人件費では、村議会議員の定数が２人削減された

ほか、村職員の退職者分は不補充とし、人件費を抑
えました。そのほかにも経費削減に努めています。

経費削減に努力

村の会計は一般会計のほか、９つの特別会計と水
道事業会計があります。
事業収入や国県の補助金などでまかないきれない

財政を左右する特別会計

（歳入／増収となった金額）

・ごみ袋代金の値上げ 77万円

・村有遊休地の売り払い 259万円

計　336万円

（歳出／減額となった金額）

・退職者不補充 910万円

・村議会議員定数２人削減（19年８月改選） 356万円

・村議会議員報酬削減（平均６％減） 151万円

・村長等の給料見直し（平均６.７％減） 134万円

・管理職手当を定額制へ 40万円

・臨時職員６人削減 699万円

・庁舎電話交換業務委託廃止 282万円

・庁舎清掃委託廃止 90万円

・地区敬老会補助金（2,000円／人→1,500円／人）

89万円

・家屋消毒薬剤費補助金（40％→30％） 28万円

計　2,779万円

行財政の主な見直し

広報せきかわ　2008・11月号７

一般会計　歳入の内訳

←
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お金の使い道 関川中学校管理教室棟地震補強・大規模改造事業
Ｈ１８・１,４９９万円、Ｈ１９・２億４,１３３万円

（借金 １億４,３８０万円、国補助 ９,８１６万円、その他 １,４３６万円）

・転作推進費補助金　1,157万円
・中山間地域等直接支払交付金　1,156万円
・国土調査事業費　889万円
・森林組合補助金　938万円
・ため池等整備事業負担金　535万円
・農業基盤整備事業補助金　356万円
・林道蛇喰・中束線整備事業　8,992万円

商工労働費 5億1,342万円（74,409円）

・荒川漁協本区・上流区補助金　200万円
・商工会補助金　648万円
・観光協会補助金　1,324万円
・スキー場対策費　1,647万円
・観光施設管理委託料　5,082万円
・ゆ～む管理費　6,203万円

土木費 5億5,022万円（79,742円）

・道路除雪対策費　9,785万円
・道路維持・改良費　4,381万円

消防費 1億9,895万円（28,833円）

・消防団員報酬　1,283万円
・消防団費用弁償　289万円
・消防施設整備費　519万円
・広域消防負担金　1億5,497万円

教育費 6億2,608万円（90,736円）

・教育委員報酬　142万円
・スクールバス運行費　1,582万円
・外国語指導助手招致事業　393万円
・村民会館・ふるさと会館等維持管理費 1,663万円
・広域図書館等運営負担金　733万円
・国県文化財補修等補助金　193万円
・歴史とみちの館管理費　817万円
・ふれあいど～む管理費　658万円

災害復旧費 227万円（329円）

公債費 8億4,971万円（123,146円）

合計 45億9,967万円（666,618円）

◎職員人件費も各費目に含んでいます。人件費につい
ては次号でお知らせします。

（ ）内は6,900人の村民一人当たり

議会費 6,292万円（9,119円）

・議員報酬費　3,731万円

総務費 5億1,125万円（74,094円）

・下関駅業務委託料　640万円
・路線バス運行補助金　1,996万円
・村づくり総合推進事業補助金　626万円
・大したもん蛇まつり補助金（新大蛇製作費含む） 580万円
・携帯電話中継局整備費　4,894万円
・衆議院議員選挙費　516万円
・広報無線費　297万円
・広報紙印刷費　361万円
・交通安全・防犯対策費　533万円

民生費 7億1,556万円（103,704円）

・灯油購入費助成　159万円
・村上地域シルバー人材センター負担金　236万円
・愛宕福祉会補助金　593万円
・ゆうあい管理費　1,004万円
・社会福祉協議会補助金　2,346万円
・地区敬老会補助金　250万円
・むつみ荘管理委託料　392万円
・はなみの里管理費　218万円
・児童館管理費　153万円
・老人保護措置費（やまゆり荘） 1,928万円
・地域生活支援事業委託料　1,350万円
・介護・訓練等給付費（障害者） 5,739万円

衛生費 2億8,562万円（41,394円）

・医療費助成事業費　1,027万円
・病院群輪番制病院運営費負担金　108万円
・集落健康づくり推進費補助金　121万円
・斎場管理費負担金　233万円
・ごみ処理対策費　9,098万円
・し尿処理負担金　1,740万円

農林水産業費 2億8,367万円（41,112円）

・農業連絡事務集落委託金　106万円
・農業委員報酬　347万円
・若ぶな高原牧場土地借上料　200万円

道の駅周辺整備事業８,９０９万円
（借金８,８９０万円、その他１９万円）

８広報せきかわ　2008・11月号
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積立金と借金（一般会計と特別会計）

平成19年度 財政状況

積立（基金）残高はおよそ１９億円となっています。
村では、将来のために目的に応じた積立を行なって
いて、教育施設整備基金に４億２千万円、環境衛生
施設整備基金に１億３千万円などで、全部で２０種
類ほどあります。
目的をもたず財政運営上必要なときに取り崩す財

政調整基金には、平成１９年度新たに２千５００万円を
積立てして残高を５億円とし、将来に備えています。
一方、借金（起債）の残高は１３２億円あまりで、

下水道整備によるものが６１億円ほどです。金額は
大きいですが、借金が村の財政の根幹を支えている
のが現状です。残高のうち８７．７％は元利償還金が
地方交付税に含まれる有利なもので、将来負担を抑
えています。
村では、少しでも将来の財政負担を軽くするため、

過去に借りた高金利の借金を繰上償還したり、低金
利のものに借り換えたりして、借金を返済。平成
１９年度は、地方交付税などを使って１２億８千万円
の元金を返しました。

道路除雪には、毎年１億円前後の経費がかかって
います。大雪だった平成１９年度はおよそ９千７００万
円かかり、村の財政状況からみて、大きい金額です。
除雪作業委託費は降雪量などに比例します。しか

し、消雪パイプ等の電気料は、少雪の年でもある程
度の経費がかかります。村民の皆さんには、なお一
層の節電にご協力をお願いします。

除雪経費も大きな額

Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16

積雪日数 
79日間 32日間 97日間 99日間 

4,014　 
　　万円 

消パイ 
修繕料 
など 

1,602　 
　　万円 

消パイ等 
電気料 

4,169　 
　　万円 

除　雪 
委託費 

9,785万円 

ごみの重さを減らして経費削減
ごみの処理には、およそ９千万円かかっています。

その内、旧朝日村にあるごみ処理場の維持管理費の
負担割合は、各市町村が持ち込む「ごみの重さ」で
決まります。平成１９年度の関川村分はおよそ２千
１００万円となりました。
生ごみは、可燃ごみの２割程度を占め、その半分

は水分だといわれています。水分を減らすことで、
重さが減り、経費の節減につながります。水切りを
よくして水分を減らしましょう。
また、食べ残しや賞味期限切れなどによる処分も

なくしたいものです。食べ物を粗末にしないこと
で、ごみの量も重さも減らすことができます。

焼却場の経費負担 

施設建設の 
借金返済 
 
　2,647万円 

 
 

 
維持管理費 

 
 

2,096万円 

ごみ収集費 
 

4,217万円 

その他　138万円 

広報せきかわ　2008・11月号９

道路除雪経費

ごみ処理費　9,098万円の内訳

除雪委託費は平成１８
年度に比べ、約６倍の
経費となりました。
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村のわだい TOP I CS

「
人
権
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が

女
川
小
学
校
に
や
っ
て
来
た
」

十
月
六
日
、
女
川
小
学
校
に
人

権
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
訪
れ
、

「
人
権
啓
発
号
�
に
じ
ま
る
�
が

行
く
！
人
権
ハ
ー
ト
回
収
大
作
戦
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
人
権

に
関
す
る
理
解
・
意
識
を
深
め
、

優
し
い
心
を
育
ん
で
も
ら
お
う
と

県
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
の
主
催
で
、
毎
年
県
内
小

学
校
を
訪
問
し
て
い
る
も
の
。

女
川
小
学
校
で
作
ら
れ
た
人
権

ハ
ー
ト
の
か
け
ら
に
は
、
各
学
年

で
考
え
た
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記

入
。
県
内
十
二
個
に
散
ら
ば
っ
た

ハ
ー
ト
の
か
け
ら
の
三
個
目
と
し

て
は
め
込
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
人
権
の
木
・
コ
ブ

人
権
啓
発
号
に
じ
ま
る
の

前
で
、
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
、

あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
と
記
念
撮
影
。

シ
の
苗
木
の
授
与
や
村
上
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

紙
芝
居
、
全
校
児
童
に
よ
る
合
唱

な
ど
も
行
わ
れ
、
「
人
権
の
大
切

さ
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

人
権
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
佐
藤
敏

雄
隊
長
は
「
皆
さ
ん
の
心
に
あ
る

人
権
ハ
ー
ト
も
、
思
い
や
り
の
心

で
大
き
く
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
、
子
ど
も
た
ち
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。

佐久間節子さん（阿賀町）の作品を
展示した「織展」が、１０月１８日から
国重文・渡邉邸で開かれています。普
段非公開の前二階に裂織など約１２０点
の作品が展示され、訪れた方は色鮮や
かな作品一つひとつに目を奪われてい
ました。「織展」は１１月３日まで開
かれていますので、皆さん足を運んで
みてはいかがですか。

聞
い
た
住
民
は
、
速
や
か
に
指
定

避
難
場
所
へ
避
難
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
消
防
団
に
よ
る
要

援
護
者
搬
送
や
炊
き
出
し
訓
練
な

ど
も
行
わ
れ
、
参
加
し
た
皆
さ
ん

は
本
番
さ
な
が
ら
の
真
剣
な
表
情

で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
下
関
集
落
で
も
水
害
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
。
い

つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に

向
け
て
、
一
人
ひ
と
り
が
防
災
意

識
を
高
め
ま
し
た
。

「
い
ざ
と
い
う

時
に
備
え
て
」

下
関
・
湯
沢
で

防
災
訓
練
実
施

十
月
十
九
日
、
関
川
愛
広
苑
・

垂
水
の
里
を
会
場
に
「
湯
沢
集
落

防
災
訓
練
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
湯
沢
自
主
防
災

組
織
が
計
画
し
た
も
の
で
、
住
民

や
消
防
団
、
関
係
者
な
ど
約
八
十

人
が
参
加
し
て
、
初
動
・
避
難
訓

練
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

避
難
訓
練
で
は
、
大
規
模
な
地

震
が
発
生
し
、
地
す
べ
り
に
よ
る

家
屋
の
倒
壊
が
発
生
す
る
と
想
定
。

消
防
自
動
車
か
ら
の
避
難
指
示
を

国重文・渡邉邸で

「織展」開催

垂水の里に避難を行った皆さん（湯沢）

土のうの作り方や積み方を確認（下関）

”

“
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村のわだい TOP I CS

朴坂山にトレッキング標識

１０月２日、商工会観光部の皆さん
が朴坂山に８箇所の里山トレッキング
コース標識を設置しました。
朴坂山は、日帰りできる手軽さや一

等三角点の山として人気が高く、関東
方面からも大勢の方が訪れています。
観光部の皆さんは「登山される方に

安心して山を楽しんでもらえれば」と、
作業に汗を流していました。

商工会観光部会の皆さん

「猫ちぐら本」の
取材にご協力ください
村特産品の猫ちぐらを中心に、関川村の暮

らしや風景を写真とイラストで紹介する本
「関川村の猫ちぐら」（仮題・ 五月書房から
平成２２年春刊行予定）が出版されることに
なり、現在、取材・撮影が行われています。
村の風景を写した昔の写真を持っている方、

猫を飼っている方、家に猫ちぐらがあるとい
う方などは、ぜひ、写真提供や取材にご協力
をお願いします。
皆さんの写真が本に載るかもしれませんよ。

◇取材協力期間 平成２１年３月末まで
◇問い合わせ先

自然環境管理公社　 ６４－０２５２
◇出版社

五月書房　東京都千代田区猿楽町２－６－５
０３－３２３３－４１６１

米米米米
の
作
柄

今
年
も
良
好

今
年
の
稲
刈
り
は
九
月
下
旬
か

ら
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
十
月
中
旬
に

は
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
刈
り
取
り

が
終
わ
り
ま
し
た
。

収
量
は
、
岩
船
地
域
で
作
況
指

数
一
〇
二
と
平
年
並
み
。
品
質
を

表
す
一
等
米
比
率
は
、
県
平
均
比

率
で
八
四
・
四
％
、
岩
船
全
域
で

は
八
三
・
一
％
、
関
川
村
内
で
は

八
九
・
〇
％
（
十
月
二
十
三
日
現

在
）
と
な
っ
て
い
て
、
昨
年
に
引

等級別比率（農協出荷分） 単位：％

※2008年は10月23日現在。カントリー、ライスセンターを除く。

年

2003 82 . 6 14 . 8 1 . 7 0 . 9

69 . 3 26 . 9 3 . 3 0 . 5

70 . 4 26 . 4 2 . 6 0 . 6

96 . 0 3 . 4 0 . 6 0 . 0

79 . 9 19 . 1 0 . 5 0 . 5

89 . 0 10 . 5 0 . 2 0 . 3

2004

2005

2006

2007

2008

１ 等 ２ 等 ３ 等 規格外

関
川
村
の
三
角
点
を
目
指
せ
!!

〜
え
ち
ご
せ
き
か
わ
温
泉
郷

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
〜

「
関
川
村
の
三
角
点
を
目
指

せ
！
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
」
が
、

九
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
八
日
、

十
月
四
日
か
ら
五
日
の
二
回
シ
リ

ー
ズ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
山
の
会
会
長
で
も
あ

る
平
田
大
六
村
長
が
三
等
三
角
点

（
五
七
六
・
五
ｍ
）
と
朴
坂
山
の

一
等
三
角
点
（
四
三
八
・
二
ｍ
）

を
案
内
す
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア

ー
で
、
村
温
泉
旅
館
組
合
青
年
部

と
村
観
光
協
会
の
共
催
で
今
年
初

め
て
企
画
さ
れ
た
も
の
。

え
ち
ご
せ
き
か
わ
温
泉
郷
の
旅

館
一
泊
二
食
と
二
日
間
分
の
昼
食

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
ツ
ア
ー
に
は
、

村
内
外
か
ら
二
十
人
が
参
加
。

初
日
は
、
三
等
三
角
点
を
目
指

し
て
登
山
を
行
っ
た
後
、
村
内
温

泉
旅
館
に
宿
泊
し
て
疲
れ
を
癒
し

ま
し
た
。
ま
た
、
二
日
目
に
は
県

内
で
も
数
少
な
い
一
等
三
角
点
の

山
・
朴
坂
山
に
登
山
。
参
加
し
た

皆
さ
ん
は
、
山
の
達
人
か
ら
の
説

明
を
聞
き
な
が
ら
、
心
地
よ
い
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
女
性
の
方
は
「
大
好

き
な
登
山
を
楽
し
ん
だ
後
、
の
ん

び
り
と
温
泉
に
入
っ
て
疲
れ
を
癒

せ
る
の
が
い
い
で
す
ね
。
平
田
村

長
の
説
明
も
楽
し
く
、
ま
た
参
加

し
て
み
た
い
で
す
。
来
年
も
ぜ
ひ

開
催
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
満
足

し
た
様
子
で
し
た
。

き
続
き
関
川
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
品

質
良
好
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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いきいきライフいきいきライフ

む
し
歯
００００ゼ

ロ

の
子
に

ピ
ッ
カ
ピ
ッ
カ
賞

九
月
十
七
日
に
行
わ
れ
た
三
歳

児
健
診
で
、
む
し
歯
が
一
本
も
な

か
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
「
ピ
ッ
カ

ピ
ッ
カ
賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
健
診
対
象
者
は
十
一
人

で
、
む
し
歯
ゼ
ロ
の
子
は
六
人
で

し
た
。

今
回
、
受
賞
し
た
子
ど
も
た
ち

は
次
の
と
お
り
。
（
順
不
同
・
敬

称
略
）

▽
天
木
　
輝
生

る

い

（
下
関
）

▽
河
内
　
駿
輝

と
し
き

（
沢
）

▽
五
十
嵐
菜
々
美

な

な

み

（
上
川
口
）

▽
平
田
　
拓
海

た
く
み

（
平
内
新
）

▽
須
貝
奈
々
帆

な

な

ほ

（
大
島
）

▽
佐
藤
　
杏
珠

あ
ん
じ
ゅ

（
松
平
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

１０
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た

保
護
者
向
け
講
演
会
の
よ
う
す

思
春
期
を
親
子
で

乗
り
越
え
る
た
め
に

関
川
村
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
で
は
、
青
少
年
の

健
全
育
成
の
た
め
、
村
内
の
小
・
中
学
生
に
統
一
し
た
「
性
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
す
る
こ
と
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
に
、
三
年
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
性
教
育
講

演
会
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
特
に
思
春
期
の
大
事
な
節
目
で

あ
る
小
学
五
年
生
と
中
学
三
年
生
を
対
象
に
酒
井
由
美
子
先
生

（
思
春
期
保
健
相
談
士
）
に
よ
る
講
演
会
を
行
い
、
性
に
対
す
る

正
し
い
知
識
を
持
っ
て
も
ら
い
、
自
分
も
他
人
も
大
切
に
で
き
る

思
い
や
り
の
あ
る
人
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
向
け
の

講
演
会
を
開
催

十
月
七
日
、
酒
井
由
美
子
先
生

を
講
師
に
招
い
て
「
思
春
期
を
親

子
で
乗
り
越
え
る
た
め
に
〜
こ
こ

ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
管
理
に
つ
い

て
〜
」
と
い
う
演
題
の
講
演
会
を

村
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
思
春
期
の
子
を
持
つ

保
護
者
向
け
の
講
演
会
で
、
関
川

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
子
育
て
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
が
主
催
し
た

も
の
で
、
約
七
十
人
の
保
護
者
か

ら
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
講
演
会
を
通
し
て
、

子
も
親
も
「
性
」
に
対
す
る
正
し

い
知
識
を
持
ち
、
「
い
の
ち
」
の

大
切
さ
な
ど
を
親
子
で
語
り
合
う

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。

講
演
会
で
は

こ
ん
な
内
容
が
…

○
思
春
期
と
は
？

・
子
ど
も
か
ら
大
人
に
移
り
行
く

時
代
。
か
ら
だ
は
大
人
で
も
精
神

的
、
社
会
的
に
は
子
ど
も

・
思
春
期
の
性
的
な
成
熟
は
、
心

理
的
な
離
乳
・
親
離
れ
・
自
立
の

重
要
な
契
機

○
思
春
期
は
一
生
の
健
康
づ
く
り

の
土
台
と
な
る
時
期

○
性
教
育
は
「
い
の
ち
の
教
育
」

○
親
の
「
生
き
方
」
が
問
わ
れ
て

い
る

○
子
ど
も
た
ち
は
家
庭
に
「
居
心

地
の
い
い
場
所
」
を
求
め
て
い
る

参
加
者
の
声

中
学
生
保
護
者
（
40
代
女
性
）

「
現
代
の
若
者
の
性
の
実
態
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
聞
く
こ
と
が
で

き
、
う
ち
の
子
は
例
外
と
い
う
意

識
で
は
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

今
日
の
話
を
参
考
に
、
人
間
と
し

て
ど
う
あ
る
か
を
親
と
し
て
し
っ

か
り
発
信
し
て
い
き
た
い
と
感
じ

ま
し
た
」

小
学
生
保
護
者
（
30
代
女
性
）

「
性
教
育
と
は
『
い
の
ち
』
を
考

え
る
教
育
と
い
う
言
葉
が
身
に
し

み
ま
し
た
。
分
か
り
や
す
い
内
容

で
し
た
。
ま
ず
は
、
家
庭
で
子
ど

も
を
大
切
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め

た
い
と
思
い
ま
す
」

▲
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�５１

「
腹
腔
鏡

ふ

く

く

う

き
ょ
う

手
術
の
現
状
」

県
立
坂
町
病
院
　
外
科
部
長

冨

田

広

手
術
を
受
け
ら
れ
る
患
者
さ
ん

に
「
一
番
心
配
な
こ
と
は
何
で
す

か
？
」
と
い
う
質
問
を
し
ま
す
。

す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ん

が
「
手
術
後
の
傷
の
痛
み
が
心

配
…
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き

ま
す
。

患
者
さ
ん
の
最
大
の
心
配
ご
と

で
あ
る
手
術
後
の
傷
の
痛
み
を
、

少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め
に
「
腹

腔
鏡
手
術
」
と
い
う
方
法
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
お
腹
に
一
�
前
後
の

小
さ
い
傷
を
三
か
所
か
ら
五
か
所

作
り
、
そ
の
傷
を
通
し
て
お
腹
の

中
に
「
腹
腔
鏡
」
と
い
う
カ
メ
ラ

を
挿
入
し
ま
す
。
お
腹
の
中
の
様

子
を
テ
レ
ビ
画
面
に
映
し
出
し
、

さ
ら
に
お
腹
の
中
に
電
気
メ
ス
や

ハ
サ
ミ
と
い
っ
た
道
具
を
挿
入
し

て
内
臓
の
手
術
を
行
う
方
法
で
す
。

日
本
で
は
平
成
三
・
四
年
こ
ろ
か

ら
腹
腔
鏡
を
使
っ
て
胆
嚢

た
ん
の
う

を
切
り

取
る
方
法
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
全
国
の
病
院
で
爆
発
的
に
普

及
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
腹
腔
鏡
を
使
っ
た
胃

や
腸
の
手
術
は
い
ろ
い
ろ
な
理
由

で
、
長
ら
く
あ
ま
り
普
及
す
る
こ

と
な
く
経
過
し
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
が
、
最
近
の
手
術
器
械
の
進
歩

な
ど
に
よ
り
、
平
成
十
七
年
こ
ろ

か
ら
は
、
胃
や
腸
の
手
術
も
徐
々

に
腹
腔
鏡
を
使
っ
た
小
さ
な
傷
で

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
の
手
術
数
も
全
国

的
に
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
ま
す
。

坂
町
病
院
で
も
、
平
成
十
九
年

か
ら
多
く
の
患
者
さ
ん
の
胃
や
腸

の
手
術
は
、
腹
腔
鏡
を
使
っ
て
小

さ
な
傷
で
行
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
以
前
行
わ
れ
て
い
た
、
お

腹
を
大
き
く
切
り
開
い
て
行
う
方

法
に
比
べ
る
と
、
手
術
後
の
傷
の

痛
み
は
軽
く
、
手
術
の
ダ
メ
ー
ジ

か
ら
の
回
復
も
か
な
り
早
く
な
っ

て
い
ま
す
。

私
は
、
以
前
の
お
腹
を
大
き
く

切
り
開
い
て
行
う
方
法
で
手
術
を

行
っ
た
患
者
さ
ん
の
お
腹
の
傷
を

見
る
た
び
に
「
申
し
訳
な
い
こ
と

を
し
ま
し
た
」
と
、
心
の
中
で
お

詫
び
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
課
題
は
、

�
必
ず
し
も
全
員
の
患
者
さ
ん
が

腹
腔
鏡
を
使
っ
て
小
さ
な
傷
で
手

術
が
出
来
る
わ
け
で
は
な
い

�
小
さ
い
な
が
ら
も
傷
が
で
き
る

の
で
、
傷
の
痛
み
が
ま
っ
た
く
無

い
わ
け
で
は
な
い

と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

未
来
の
外
科
手
術
は
「
手
術
を

行
っ
て
も
傷
が
残
ら
な
い
、
手
術

後
に
傷
が
痛
く
な
い
」
と
い
う
の

が
理
想
で
す
。
現
在
、
腹
腔
鏡
手

術
は
、
ま
だ
課
題
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
理
想
の
た
め
の
第
一

歩
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
理
想
を
い
え
ば
、
す
べ
て

の
病
気
は
、
手
術
を
行
わ
ず
に
薬

で
治
す
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ

う
が
、
そ
う
な
っ
た
ら
外
科
医
の

仕
事
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の
か

な
あ
と
も
思
い
ま
す
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

�
六
二
―
三
一
一
一

関
川
村
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
役
場
庁
舎
内
一
階
　
�
六
四
―
一
四
七
三 １６

高齢者の権利擁護

■
人
権
と
は

人
権
と
は
、
私
た
ち
が
幸
せ
に

生
き
る
た
め
の
権
利
で
、
人
種
や

民
族
、
性
別
を
超
え
て
万
人
に
共

通
し
た
、
一
人
ひ
と
り
に
備
わ
っ

た
権
利
で
す
。

人
権
を
認
め
合
い
、
そ
の
違
い

を
尊
重
し
合
う
こ
と
が
、

家
庭
、
地
域
、
職
場
、
学

校
な
ど
の
日
常
生
活
の
場

面
に
お
い
て
一
番
基
本
の

ル
ー
ル
と
も
い
え
ま
す
。

■
高
齢
者
の
人
権

平
成
十
四
年
に
行
わ
れ

た
新
潟
県
政
世
論
調
査
に

お
い
て
「
高
齢
者
を
じ
ゃ

ま
も
の
扱
い
」
「
高
齢
者

の
意
見
や
行
動
を
尊
重
し

な
い
」
「
悪
徳
商
法
に
よ

る
高
齢
者
の
被
害
が
多
い
」

な
ど
、
高
齢
者
に
か
か
わ

・
家
庭
内
の
問
題
を
高
齢
者
に
秘

密
に
し
た
り
、
高
齢
者
の
意
見
を

聞
か
ず
に
決
め
て
し
ま
う

・
高
齢
者
の
年
金
を
、
世
話
し
て

い
る
か
ら
と
勝
手
に
使
う

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
結
果
と
し

て
高
齢
者
か
ら
の
「
楽
し
み
や
生

き
が
い
」
を
奪
っ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
高
齢

者
に
と
っ
て
、
家
族
か
ら

無
視
さ
れ
、
家
族
の
話
題

か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
く

こ
と
は
と
て
も
辛
い
こ
と

で
す
。

■
こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会

幸
せ
な
生
活
を
営
む
こ

と
は
、
全
て
の
人
の
願
い

で
あ
る
と
同
時
に
、
私
た

ち
の
生
活
そ
の
も
の
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
が
疾
病
や
加
齢
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る
人
権
侵
害
な
ど
の
調
査
結
果
が

出
て
い
ま
す
。

な
か
に
は
、
一
番
身
近
な
家
庭

で
も
人
権
の
侵
害
と
気
づ
か
ず
に

高
齢
者
の
人
権
を
奪
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

に
よ
っ
て
心
身
の
機
能
が
低
下
し

て
も
、
尊
厳
を
持
っ
て
生
活
を
続

け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

お
互
い
の
人
権
を
認
め
合
い
、
豊

か
で
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
つ
く

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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学 習

い
き

い
き
学習 のびのび

ス
ポ

ー
ツ

せきかわ 

情報ステーション

広報せきかわ「お知らせ版」

とあわせてご覧ください

◆お問い合わせは村民会館へ

T E L  6 4 － 2 1 3 4

生 涯

村民会館図書室

青空がいつもより高く感じられる今日この頃――。秋といえば、文化の秋、スポーツの秋、食欲の秋、

そして読書の秋。ぜひ、図書室をご利用ください。

図 書 室 の 窓 か ら図 書 室 の 窓 か ら

「最後の早慶戦」
笠原和夫・松尾俊治 著／783カ

「戦地に赴く覚悟を決めた野球部員たち

に最後の思い出を作ってやりたい…」苦難

を乗り越え、実現にこぎつけた「出陣学徒

壮行早慶戦」感動のノンフィクション。

「あなたがとってもかわいい」
みやにし　たつや／Eミ

子どもに読んであげるのもいいけ

ど、実はお母さんに読んでいただきた

い１冊。子を想う母の気持ちはいつま

でも変わらない…。そんな１冊です。

この本よんで!! 今月の１冊

にじ色と、“汽車”のメロディーが目印です。

女川～川北～沢　方面 … ８(土)、23(日)

大島～大石～片貝方面 … ２(日)、15(土)、30(日)

今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス

祝日と毎週水曜日がお休みです。平日は午後１時～５時30分まで、土・日は午前９時～午後５時まで開館しています。

ブルーベリーの皆さんが贈る、ステキなお話の世

界…。ろうそくを使っての演出が幻想的です。家

族みんなでの参加も大歓迎！ 参加費無料！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！1515日日((土土

))はは

参加してくれたこどもたちにはかわいいシールをプレゼント！

九
月
二
十
九
日
、
女
川
小
学
校

の
全
校
児
童
六
十
人
と
地
域
の
皆

さ
ん
が
学
校
田
の
稲
刈
り
を
行
い

ま
し
た
。

三
年
生
か
ら
五
年
生
が
稲
を
刈

り
、
六
年
生
が
ワ
ラ
縛
り
、
一
・

二
年
生
が
稲
を
運
ぶ
分
担
作
業
。

子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
田
ん
ぼ

「実りの秋を満喫」

～女川小学校　学校田稲刈り～

第
25
回
北
陸
マ
ス
タ
ー
ズ

陸
上
競
技
選
手
権
大
会

の
先
生
か
ら
カ
マ
の
使
い
方
や
稲

の
し
ば
り
方
な
ど
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
一
株
一
株
を
て
い
ね
い
に

手
刈
り
。
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
も
、

収
穫
の
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

山
口
大
知
さ
ん
（
五
年
・
蛇
喰
）

は
「
最
初
は
カ
マ
に
慣
れ
な
か
っ

た
け
ど
う
ま
く
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
み
ん
な
と
協
力
し
な

が
ら
刈
れ
て
良
か
っ
た
で
す
」
と

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

女
川
小
学
校
の
学
校
田
は
約
五

百
平
方
�
あ
り
、
こ
れ
ま
で
五
年

生
が
中
心
と
な
っ
て
栽
培
し
た
も

ち
米
。
収
穫
後
は
、
天
日
干
し
で

乾
燥
さ
せ
、
展
覧
会
で
も
ち
つ
き

を
行
っ
て
実
り
の
秋
を
満
喫
す
る

予
定
で
す
。

■
期
日

９
月
１４
日

■
会
場

十
日
町
陸
上
競
技
場

■
成
績

―
70
歳
以
上
の
部
―

出
場
選
手

船
山
　
勝
雄
（
勝
蔵
）

▽
八
〇
〇
ｍ
走

第
１
位
　
記
録
３
分
１３
秒
０１

▽
男
子
四
〇
〇
ｍ
走

第
２
位
　
記
録
１
分
１５
秒
４９

▽
男
子
一
〇
〇
ｍ
走

第
２
位
　
記
録
１５
秒
７６
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あなたに直撃 �６７

堀と柳の春まつりや大石ダム湖畔まつり、文
化祭など村の各種イベントで演奏を行い、訪れ
る方たちを楽しませてくれている関川中学校吹
奏楽部。今回は、部長の近詩絵さんにお話を聞
きました。

―村のさまざまなイベントで演奏されています
が、演奏してみてどうですか？
少し間違えるときもありますが、いつも楽し

んで演奏しています。村民の方々に私たちの演
奏を聞いてもらえる機会なので、うれしく思い
ます。知っている曲を演奏したときなどはとて
も楽しんでくれて、その姿を見ると一層うれし
いです。
―吹奏楽の魅力は？
ひとつの曲を作り上げるまでは苦労もたくさ

んありますが、出来上がった時の達成感は魅力
的です。また、その曲を演奏し、拍手をもらう
喜びも魅力のひとつです。
―近さんはサックスという楽器を担当していま
すが、どのような楽器ですか？
サックスは、リードというもので音を出す楽

器です。吹奏楽の他にもオーケストラやジャズ
などにも使われるかっこいい楽器です。
―それでは将来の夢は？
近い将来の夢は、高校でも吹奏楽部に入って

サックスを演奏したいです。将来は、人と直接
かかわる仕事をして、喜んでいる顔をたくさん
見ることができる職場に勤めたいです。吹奏楽
で感じた魅力を、将来の職場でも感じたいです。

近

詩

絵

う

た

え

さ
ん

近

詩

絵
さ
ん

（
関
川
中
学
校
３
年
・
蛇
喰
）

バッテリーで
北信越の頂点に

日本文理高校野球部

伊 藤 直 輝さん（２年・上関）

若 林 尚 希さん（２年・下関）

来春の全国選抜高校野球大会出場校の選考の重要な資
料となる「第１１９回秋季北信越高校野球大会」に出場し
た、日本文理高校が見事優勝を飾りました。
大会には、関川中学校野球部の頃からバッテリーを組

んでいる、投手の伊藤直輝さん（上関）と捕手の若林尚
希さん（下関）が全試合に出場し、大活躍しました。
２人は今後、１１月１５日から明治神宮野球場で開催さ

れる「第３９回明治神宮野球大会」に北信越代表として
出場する予定。今後の活躍が期待されます。

大
会
結
果
＊
敬
称
略

第
10
回

村
民
ゴ
ル
フ
大
会

■
期
日

１０
月
１３
日

■
会
場

村
上
市
営
荒
川
ゴ
ル
フ
場

■
成
績

―
個
人
戦
―

▽
優
　
勝
　
佐
藤
金
雄
（
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
）

▽
準
優
勝
　
石
山
忠
一
（
森
林
組
合
）

▽
第
３
位
　
森
山
五
郎
（
荒
川
水
力
）

―
団
体
戦
―

▽
優
　
勝
　
川
北

▽
準
優
勝
　
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
Ａ

▽
第
３
位
　
寒
日
本
海
選
抜

平
成
20
年
度

フ
ォ
ル
ス
杯
野
球
大
会

■
期
日

１０
月
１８
日

■
会
場

パ
ル
パ
ー
ク
神
林

■
成
績

▽
優
勝
　
関
川
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

正捕手として全試合フル出場
した若林尚希さん。打撃では、
チームで一番の打率と打点を
マークしました。 ・

北信越大会の四試合全てに先
発登板した、日本文理エース
の伊藤直輝さん。打撃でも好
成績を残しました。

▲

▲
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■800m走

�平田　里奈（松平） 3分09秒0

�横山　奈美（若山） 3分19秒7

�野澤　玲奈（高瀬） 3分21秒5

�渡辺　　唯（大島） 3分23秒1

�山口　奈緒（蛇喰） 3分27秒0

�磯部　彩芽（上関） 3分27秒0

■走り幅跳び

�鳥屋　夢奈（宮前） 326cm

�渡辺　　彩（上関） 299cm

�渡辺　　渚（下関） 16秒9

�横山　奈美（若山） 17秒1

�鳥屋　夢奈（宮前） 17秒1

�渡辺　　彩（上関） 17秒3

■80mハードル

�渡辺　　渚（下関） 17秒7

�高橋　尚子（大石） 17秒8

�伊藤　晴子（南中） 18秒3

�鳥屋　　萌（上関） 18秒8

�長野　涼夏（上土沢） 18秒9

�須貝　祥智（中束） 110cm

�渡辺　聖也（下関） 110cm

■400mリレー

�川北小 1分04秒1

�関小Ａ 1分04秒3

�女川小 1分05秒5

―６年女子―

■100m走

�渡辺　　晶（下関） 15秒3

�渡辺　　舞（上関） 16秒4

�長谷川夏帆（下関） 16秒6

�大島　佳乃（上野新） 16秒6

�鈴木カノン（南中） 16秒7

■80mハードル

�渡辺　　晶（下関） 16秒5

�渡辺　　舞（上関） 16秒9

�長谷川夏帆（下関） 17秒9

�鈴木ひかる（下関） 18秒0

�平田　希実（下関） 18秒5

■800m走

�渡辺　　晶（下関） 3分01秒1

�高橋　佳織（上土沢） 3分04秒4

�山本　智夏（小見） 3分06秒0

�田村　美樹（平内新） 3分07秒1

�沢田　利奈（大島） 3分08秒2

■走り幅跳び

�渡辺　　舞（上関） 324cm

�鈴木カノン（南中） 312cm

�大島　佳乃（上野新） 312cm

�高橋　佳織（上土沢） 311cm

�佐藤　由季（安角） 308cm

■走り高跳び

�山本　智夏（小見） 118cm

�長谷川夏帆（下関） 115cm

�鈴木ひかる（下関） 110cm

�田村　美樹（平内新） 105cm

�小島　未悠（下関） 100cm

�平田　希実（下関） 100cm

■400mリレー

�関小Ａ 1分05秒7

�川北小 1分08秒3

�女川小 1分09秒5

�渡辺　　渚（下関） 293cm

�新野　愛実（下関） 286cm

�佐藤　亜美（蔵田島） 273cm

■走り高跳び

�平田　里奈（松平） 104cm

�高橋　愉紀（下関） 100cm

�伊藤　晴子（南中） 100cm

�横山　奈美（若山） 95cm

�近　茉奈佳（上関） 90cm

■400mリレー

�女川小 1分10秒4

�関小Ａ 1分10秒5

�関小Ｂ 1分13秒8

―６年男子―

■100m走

�近　　聖太（宮前） 14秒0

�加藤　護男（鮖谷） 15秒4

�小池　　俊（下関） 15秒4

�佐藤　海輝（大島） 15秒8

�佐藤　広樹（高田） 15秒8

■80mハードル

�近　　聖太（宮前） ○13秒2

�小池　　俊（下関） 15秒3

�加藤　護男（鮖谷） 15秒8

�佐藤　海輝（大島） 16秒3

�平田　将太（小見） 16秒8

�渡邉　　直（南赤谷） 16秒8

■1500m走

�佐藤　海輝（大島） 5分34秒2

�加藤　護男（鮖谷） 5分37秒5

�渡邉　　直（南赤谷） 5分50秒4

�須貝　惣太（高田） 5分59秒0

�平田　将太（小見） 5分59秒4

■走り幅跳び

�近　　聖太（宮前） 441cm

�近　　優哉（大島） 346cm

�山口　辰幸（辰田新） 344cm

�松田　亮太（下関） 332cm

�山口　和史（上土沢） 330cm

■走り高跳び

�小池　　俊（下関） 127cm

�佐藤　広樹（高田） 115cm

�小川　大地（下関） 110cm

第40回までの大会記録
新

５年男子

５年女子

100m走

80mハードル

1500m走

走り幅跳び

走り高跳び

400mリレー

14秒3 佐　藤　貴　志 川北 H2

近　　　聖　太 女川 H19

大　矢　康　之 土沢 S61

内　山　安　彦 土沢 S56

高　橋　　　慧 安角 H17

川 北 小 学 校 ― H2

13秒8

5分5秒9

434 cm

130 cm

1分3秒4

100m走

80mハードル

800m走

走り幅跳び

走り高跳び

400mリレー

14秒8 高　橋　千恵子 関 S59

板　越　直　美 土沢 H1

須　貝　廣　美 土沢 H2

伊　藤　貴　子 女川 S56

高　橋　千恵子 関 S59

米　野　幸　美 川北 H6

関　小　学　校 ― S59

16秒1

2分45秒4

384 cm

124 cm

1分5秒4

６年男子

100m走

80mハードル

1500m走

走り幅跳び

走り高跳び

400mリレー

13秒9 山　口　昌　孝 土沢 H17

須　貝　　　忍 川北 H4

大　矢　康　之 土沢 S62

伝　　　一　春 土沢 S60

山　田　　　伸 女川 S59

関　小　学　校 ― H4

13秒7

5分2秒6

443 cm

147 cm

59秒8

６年女子

100m走

80mハードル

800m走

走り幅跳び

走り高跳び

400mリレー

14秒6 水　野　香代子 関 S55

近　　　美　徳 女川 H17

板　越　由　香 土沢 S61

高　橋　千恵子 関 S60

大　戸　涼　子 関 S61

関　小　学　校 ― S55

14秒5

2分37秒4

420 cm

127 cm

川　内　則　子 川北 H3128 cm（室内）

1分1秒6
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随
想
リ
レ
ー
56

先生から
先生に

秋
と
い
え
ば
食
欲
、
そ
し
て
秋
刀
魚

さ

ん

ま

で
あ
る
。

私

12月１日号は、大野美惠子校長（女川小学校）に

バトンタッチ！

本間みつ子先生
（安角小学校 校長）

■走り幅跳び

�渡邉　光太（上関） 365cm

�八幡　俊平（八ツ口） 352cm

�大島　壱泉（上野新） 333cm

�加藤　一樹（下関） 330cm

�近　　　光（辰田新） 325cm

■走り高跳び

�山口　大知（蛇喰） 121cm

�伊藤　真生（辰田新） 110cm

�小野　周平（下関） 100cm

�篠田優太郎（下関） 100cm

�佐藤　亨憲（下関） 95cm

■400mリレー

�関小Ａ 1分08秒1

�関小Ｂ 1分10秒3

�女川小 1分10秒6

―５年女子―

■100m走

�平田　里奈（松平） 15秒8

―５年男子―

■100m走

�八幡　俊平（八ツ口） 15秒8

�渡邉　光太（上関） 15秒9

�加藤　一樹（下関） 16秒4

�小野　周平（下関） 17秒2

�栗原　竜樹（上関） 17秒8

■80ｍハードル

�大島　壱泉（上野新） 16秒3

�八幡　俊平（八ツ口） 16秒6

�加藤　一樹（下関） 17秒5

�小野　周平（下関） 18秒1

�近　　　光（辰田新） 18秒2

■1500m走

�山口　大知（蛇喰） 5分48秒6

�渡邉　光太（上関） 6分03秒9

�鈴木　史昭（下関） 6分24秒1

�佐藤　　洸（高瀬） 6分27秒6

�伊藤　真生（辰田新） 6分30秒2

第41回

関川村親善陸上大会
９月24日・土沢小学校
○数字は順位。○は大会新記録。

＊敬称略

新

■期日 10月２日　　■会場 パルパーク神林

■成績 ＊○数字は順位。敬称略。

―男子―

◇80ｍハードル �近　　聖太（女川小・宮前） 13秒1

◇1500ｍ走 �佐藤　海輝（土沢小・大島） 5分19秒7
�加藤　護男（安角小・鮖谷） 5分19秒9

◇走り高跳び �小池　　俊（関小・下関） 120cm

◇走り幅跳び �近　　聖太（女川小・宮前） 446cm

―女子―

◇100ｍ走 �渡辺　　晶（関小・下関） 15秒7

◇80ｍハードル �渡辺　　晶（関小・下関） 16秒4

�渡辺　　舞（関小・上関） 16秒6

◇走り高跳び �山本　智夏（川北小・小見） 118cm

◇400ｍリレー �関小学校 1分03秒6

第36回　村上市岩船郡
小学校陸上カーニバル成績
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○ １ 
○ ３ 
○ ４ 
○ ６ 
○ １ 

○ ３ 
○ ５ 
○ ６ 
○ ３ 
○ ４ 

秋
と
い
え
ば
食
欲
、
そ
し
て
秋
刀
魚
で
あ
る
。

私
の
大
正
元
年
生
ま
れ
の
父
は
と
て
も
厳
し
か

っ
た
。
「
自
分
が
白
い
と
言
え
ば
カ
ラ
ス
だ
っ

て
白
い
ん
だ
」
と
言
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う

な
…
。
食
事
は
「
出
さ
れ
た
食
べ
物
は
好
き
嫌

い
を
言
わ
ず
必
ず
食
べ
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ

た
。
必
然
的
に
、
食
べ
物
で
あ
れ
ば
何
で
も
食

べ
る
と
い
う
食
習
慣
が
身
に
付
い
た
。

と
こ
ろ
が
私
に
も
苦
手
な
物
が
あ
っ
た
。
秋

刀
魚
で
あ
る
。
あ
る
日
、
親
戚
の
家
で
ご
馳
走

に
な
っ
た
。
出
さ
れ
た
秋
刀
魚
を
目
の
前
に
、

ど
う
し
よ
う
か
と
悩
み
、
ま
ず
は
嫌
い
な
食
べ

物
を
退
治
し
、
後
か
ら
ゆ
っ
く
り
お
い
し
い
も

の
を
と
一
気
に
秋
刀
魚
を
た
い
ら
げ
た
。
す
る

と
、
そ
こ
の
お
ば
さ
ん
は
、
私
が
秋
刀
魚
を
好

き
だ
と
勘
違
い
し
、
「
き
れ
い
に
食
べ
た
ね
」

と
、
も
う
一
切
れ
を
皿
に
上
げ
て
く
れ
た
の
だ
。

そ
れ
を
食
べ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
が
、

秋
刀
魚
が
お
い
し
い
こ
の
時
期
に
な
る
と
必
ず

思
い
出
す
。
秋
刀
魚
の
持
つ
独
特
の
苦
さ
が
そ

の
頃
の
私
に
は
受
け
入
れ
難
か
っ
た
の
だ
。

今
は
秋
刀
魚
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
る
。
青

く
光
る
流
線
型
の
美
し
い
姿
は
何
に
も
た
と
え

が
た
い
。
焼
い
て
良
し
、
骨
ま
で
柔
ら
か
く
煮

て
も
良
し
。
こ
ん
な
に
お
い
し
い
も
の
が
分
か

ら
な
か
っ
た
な
ん
て
。
秋
刀
魚
の
お
い
し
さ
が

分
か
る
の
は
、
味
覚
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
証
拠

だ
と
勝
手
に
思
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
何
で
こ
う
食
べ
物
の
こ
と

し
か
思
い
浮
か
ば
な
い
の
で
あ
ろ
う
…
。
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� かぼちゃは一口大に切って耐熱容器に入れ、ラップをか
けて電子レンジで２～３分加熱する。

� かぼちゃに竹串がスッと通るくらいに柔らかくなったら、
フォークでざっくりとつぶし、大きめの固まりを７個残

しておく。

� 卵を溶きほぐし、砂糖を加えてふんわりと泡立てる。
� 上新粉、小麦粉、ベーキングパウダーを合わせて２～３
回ふるい、�に加えてさっくりと混ぜ、�でつぶしたか
ぼちゃを加えて混ぜ合わせる。

� カップケーキ用の紙をプリンカップなどに入れ、�の生
地を流す。大きめのかぼちゃを埋めるように乗せ、蒸し

器に入れて強火で20分蒸す。

このコーナーに登場していただける方を募集しています。自薦他薦は問いません。

せ き か わ 文 芸

上新粉を使っているので、モチモチの食感が

味わえておいしいです。手軽に出来るので、子

どものおやつにピッタリです。

じっくり心をこめて

スロースロー
フードフード ５６

かぼちゃの蒸しカップケーキ

作り方

材 料 （7個分）

・かぼちゃ 150ｇ(正味)

・卵 ２個

・砂糖 80ｇ

・上新粉 40ｇ

観
音
様
に
願
い
を
か
け
て
盆
踊
り
曾
孫
の
側
に
蹌
踉

め
き
な
が
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
貝
　
恵
美

薄
紅
の
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
一
輪
が
開
く
朝
に
去
る
祭

り
客
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
池
　
啓
子

水
無
月
も
尽
き
る
頃
な
り
か
た
く
な
る
木
陰
の
蕗
に

そ
っ
と
触
れ
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
藤
枝

闇
を
背
に
「
砧
」
を
謡
い
お
る
部
屋
の
障
子
音
な
く

夫
は
開
け
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
千
恵
子

・小麦粉 20ｇ

・ベーキングパウダー

小さじ 3/4

・
・
・
・
・
・
・
・

《今月のご紹介》

関川村食生活改善推進員の皆さん

（ ）

〔 〕

ぱ
っ
と
上
が
り
ぱ
っ
と
散
り
た
る
花
火
見
つ
こ

の
美
し
さ
い
つ
の
世
ま
で
も

母
と
眺
む
水
面
に
映
る
蓮
の
花
あ
の
美
し
さ
今
　
　
高
橋
　
イ
ツ

胸
に
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
広
苑
）

短
　
　
歌

か

た

ば

み

短

歌

会

作

品

○ １ 

○ ２ 

○ ２ 

○ ３ 
○ ４ 

○ ５ 

○ ３ 

○ ４ 
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執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長）

米 野 健 一

朝
毎
に
合
図
の
声
で
起
き
上
る
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
イ
ツ

監
督

カ
ン
ト
ク

の
合
図
無
視

ム

シ

す
る
草
野
球
　
　
　
　
　
　
　
　
南
　
　
セ
ツ

型
ど
お
り
以
外
は
出
来

デ

キ

ぬ
お
役
人
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
し
づ
い

年
忘
れ
は
や
り
の
服
に
手
が
の
び
る
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ノ
ブ

金
婚
式
見
初
め
た
昔
そ
の
ま
ま
に
　
　
　
　
　
　
　
本
間
　
イ
ミ

人
柄
を
血
液
型
で
言
う
誤
算

ゴ

サ
ン

平
田
　
千
恵

友
呼
び
て
部
屋
に
月
夜
の
う
た
げ
か
な
　
　
　
　
　
五
十
嵐
貞
子

朝
顔
の
蔓
た
ぐ
り
つ
つ
淋
し
く
も
　
　
　
　
　
　
　
南
　
　
セ
ツ

雨
降
り
て
早
や
重
ね
着
を
秋
の
宵
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ノ
ブ

柔
ら
か
き
御
湿
り
あ
り
て
虫
の
声
　
　
　
　
　
　
　
渋
谷
　
く
に

鈴
虫
の
い
つ
か
眠
り
に
誘
い
込
み
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
し
づ
い

朱
鷺
は
な
つ
佐
渡
の
秋
空
賑
は
し
く
　
　
　
　
　
　
青
木
　
慶
一

関

川

俳

句

の

会

作

品

陸
軍
大
尉
米
野
健
一
は
明
治
三

十
七
年
七
月
二
十
九
日
、
関
川
村

上
関
米
野
基
吉
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
た
。

関
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
後
、

十
八
歳
の
頃
渡
辺
邸
の
手
代
番
当

と
し
て
状
箱
を
持
っ
て
銀
行
通
い

を
す
る
こ
と
を
仕
事
に
し
て
い
た
。

大
正
十
四
年
十
二
月
、
現
役
兵

と
し
て
第
二
十
師
団
第
七
十
八
連

隊
に
入
隊
。
北
朝
鮮
で
国
境
警
備

に
つ
い
た
。
昭
和
六
年
九
月
十
八

日
の
柳
条
湖
事
件
を
発
端
と
し
て

起
こ
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
満
州
事
変

に
参
加
、
大
い
に
活
躍
し
た
。
昭

和
八
年
五
月
三
十
一
日
塘
沽

た
ん
く
ー

停
戦

協
定
が
成
立
。
同
八
年
北
蒲
原
郡

乙
出
身
の
川
崎
キ
ミ
と
結
婚
、
以

後
昭
和
十
一
年
ま
で
新
義
州
の
官

舎
で
生
活
し
た
。
当
時
は
陸
軍
曹

長
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
、
盧
溝

橋
事
件
を
契
機
と
す
る
日
中
戦
争

勃
発
。

米
野
は
八
月
、
北
支
へ
移
動
し

第
七
十
八
連
隊
第
一
中
隊
に
配
属

さ
れ
戦
線
に
追
隨
。
敢
闘
中
、
頭

部
擦
過
銃
創
を
負
っ
た
。
鉄
兜
に

穴
が
あ
く
程
の
重
傷
で
三
ケ
月
間

入
院
。
退
院
後
は
鉢
巻
き
姿
で
戦

線
に
復
帰
。
各
地
を
転
戦
し
活
躍

し
た
。

昭
和
十
三
年
十
二
月
、
陸
軍
予

備
士
官
学
校
へ
入
校
。
第
十
九
期

生
と
し
て
卒
業
後
、
島
根
県
第
六

十
三
連
隊
へ
配
属
さ
れ
、
一
年
間

松
江
の
官
舎
に
家
族
と
共
に
住
ん

だ
。昭

和
十
五
年
六
月
、
家
族
を
松

江
に
残
し
満
州
国
境
警
備
を
命
ぜ

ら
れ
黒
竜
江
に
駐
屯
、
任
務
に
就

い
た
。

勇
猛
果
敢
な
行
動
は
よ
く
新
聞

や
雑
誌
に
報
道
さ
れ
た
。

�
家
の
光
�
と
い
う
雑
誌
に

「
敵
に
割
込
む
豪
勇
准
尉
」
と
い

う
見
出
し
で
「
聞
喜

ぶ
ん

き

北
方
の
村
で
、

長
槍
を
か
ま
へ
た
敵
の
一
団
の
中

に
米
野
隊
長
は
悠
々
と
中
へ
割
り

込
ん
で
行
き
、
敵
の
隊
長
と
握
手

し
て
淳
々
と
日
本
軍
の
精
神
を
説

き
聞
か
せ
、
戦
わ
ず
し
て
敵
の
こ

こ
ろ
を
改
め
さ
せ
た
」
と
絵
図
付

き
で
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。

昭
和
十
五
年
十
二
月
二
十
一
日

午
前
一
時
四
十
分
満
州
国
三
江
省

に
於
い
て
頭
部
の
傷
が
原
因
で
戦

死
し
た
。

三
十
六
歳
で
あ
っ
た
。

勲
五
等
双
光
旭
日
章
に
叙
せ
ら

れ
功
五
級
金
鵄
勲
章
を
受
章
し
た
。

松
江
の
官
舎
で
夫
戦
死
の
公
報

を
手
に
し
た
キ
ミ
夫
人
の
悲
し
み

は
深
か
っ
た
。
し
か
し
、
軍
人
の

妻
と
し
て
雄
々
し
く
生
き
る
覚
悟

の
も
と
、
夫
健
一
の
郷
里
関
谷
村

へ
帰
郷
。
以
後
女
手
一
つ
で
一
男

一
女
を
育
て
、
畑
仕
事
、
山
仕
事

と
働
き
づ
め
に
働
き
、
昭
和
三
十

年
か
ら
は
電
力
会
社
の
集
金
業
務

を
担
当
す
る
な
ど
一
生
懸
命
に
頑

張
っ
た
。
そ
の
労
苦
が
む
く
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
立
派
に
成
人
し
、

四
人
の
孫
に
も
恵
ま
れ
幸
せ
な
生

活
を
送
っ
た
。
社
会
的
に
も
遺
族

会
婦
人
部
副
部
長
を
務
め
た
。

・
米
野
家
の
系
図

伝
蔵
…
基
吉
―
健
一
―
健
彦
―
正
樹

・
参
考
文
献

「
戦
友
」（
昭
和
戦
史
研
究
会
刊
）

せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
合
図
」・「
型
」・「
雑
詠
」
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山ブドウ

秋も深まり山々にも色々な果実が実り、動物
たちや、もちろん人間たちにも秋の味覚を楽し
める待望の季節が到来しました。私はこの時期
になると祖母の作ってくれた山ぶどう酒の味を
思い出します。山ぶどうは６月頃、目立たない
黄緑色の花をつけますが、花を観賞するよりも
実を楽しめます。山ぶどうは鉄分を多く含み、
滋養強壮、増血、疲労回復に効果があると愛用
されています。同じような花に野ぶどうがあり
ますが、こちらの実は同じ房に紫か
らピンク、水色、藍色などカラフル
で、あまりにきれいな実をつけるの
で、一見毒草のような気もしますが、
実は薬草として有名です。リュウマ
チや関節炎に有効で、最近は、治り
にくい肝機能障害の治療薬として利
用され始めてきました。
栽培方法 村内に多数分布している
ので、栽培は容易で特に注意点はあ
りません。山ぶどうの実はワインや
ジュース、ジャムなど多用途に利用
されていて、専門に栽培されている
方もいますので、自宅の庭や畑に植
えて秋の収穫を楽しむのもいかがで
しょうか。
◆六聖園（富樫幸子・上関）

▲富嶽（ふがく）
雪割草新潟大会の県知事賞を受賞した
銘花です。
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お兄ちゃんの恒良は、外で遊ぶことが大好きで、保育園から帰って

くると、毎日、外で友だちと遊んでいます。弟の秀馬は、ヤンチャで、

ケガが絶えません。そんな秀馬ですが、お兄ちゃんが大好きで、何で

もマネをします。これからも仲のいい、２人でいてください。

●９月16日～10月15日までの届出●

編集室から

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

平成20年９月末現在　（ ）は前月対比

人 の 動 き

世 帯 数　　2,066世帯（±０）
総 人 口　　6,905 人 （－８）
男 3,320 人 （－５）
女 3,585 人 （－３）

転入 5 人　　転出 16人
出生 7 人　　死亡 4 人（ ）

ごめい福をお祈りいたします

本間常次郎　さん ８３歳 小　見

奥村　サワ　さん ９７歳 大　島

山口　コノ　さん １０２歳 上土沢

お誕生おめでとうございます

悠　和
ゆ う と

ちゃん（男） 深　沢

小路　　勉・　巴　さん

美　釉
み 　 ゆ

ちゃん（女） 大　島

�橋　正和・美 紀 さん

紗　菜
さ 　 な

ちゃん（女） 辰田新

内山　貴幸・恵利子さん

「日本のまつり」に参加した大したも
ん蛇には、ひときわ大きい歓声が聞こえ
ました。参加した皆さんたいへんお疲れ
さまでした。 関川村の紅葉ももうじき
見頃を迎えます。秋のひと時、ドライブ
やピクニック、イベントに出かけてみて
はいかがですか？（つ）

▲

恒 良
つ ね よ し

ちゃん（５歳）

秀 馬
し ゅ う ま

ちゃん（１歳）

三須良一郎さん 奈津美さん（下関）

（駒　沢　大　介 さん 鍬江沢

（前　田）麻菜実 さん （福井県）

（目　黒）元　樹 さん （村上市）

（ 近　　千鶴子 さん 大　島

す え な が く お 幸 せ に

｛

｛

▲

満開のコスモスパーク


